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１．はじめに 
原子力発電環境整備機構が実施する高レベル放射性廃棄物の地層処分は、地下 300ｍ以上の深さの地層に

処分場を設置するため、この地下深部の地層の地質環境特性を評価する必要がある。この地質環境特性につ

いて、概要調査地区選定段階では「文献調査」から推定し評価する必要があり、精密調査地区選定段階では

「ボーリング調査等」（横坑調査等による詳細情報は無い）により地下の様々な情報を推定した上で評価しな

ければならない。 
本稿では、過去の地下構造物建設等の施工実績に係わる文献情報から地下深部の地質（岩石）分布、地質

工学的な状況、透水性の状況等の地質環境特性評価の情報について、調査の進捗に伴う精度向上・情報把握

の進捗等について検討し報告するものである。 
 
２．検討の方法 

文献情報に基づき、比較的規模の大きい地下構造物 55 事例（国内：地下発電所 40、石油備蓄基地 3、長

大山岳トンネル 6、海底トンネル 3、海外：ゴッタルトベーストンネル（スイス）、ユーロトンネル（英仏海

峡）、エスポ島（スウェーデン））の地質調査結果について、統一的な基準に基づいて事前の各調査段階にお

いて判明した内容と実際の地質分布とを比較することにより、地下深部を対象とした際の各種調査手法の有

効性について検討を行った。文献情報は、上記地下構造物に関する工事誌に加え、ダムやトンネルの建設に

関する諸学会誌に発表された地質調査結果、施工性等に関する記載のある文献を主要な参考文献とした。 
文献情報の整理に関しては、地下構造物建設の際の地質調査結果の地質図を基本として、物理探査、ボー

リング調査、横坑調査等の各種調査手法による推定事項と判明事項を事例ごとに整理しまとめることにより

調査手法の有効性や精度を明らかにした。 
収集した情報については、各地下構造物の地質条件と地質調査状況を地形・地質・地質構造、工学的特性・ 
水理学的特性および施工上掘削困難な

地質要因の観点から事例ごとに整理し

た。さらに、整理された情報から各種調

査手法ごとに調査結果より推定される

事項および実際の地質との整合性につ

いて評価を行い問題点を分析した。 
各種調査手法の評価のための検討項

目ならびに基準を表－１、２に示す。 
 
３．検討結果 
（１）地形及び地質条件 
対象とした地下構造物の地形状況について、 

構造物直上の地表標高及び最大地山被りとの関係を整理した。地層処分で対象としている 300ｍ以深に相当 
キーワード：地層処分、文献情報、地下、地質環境特性 
連絡先：東京都港区芝 4-1-23  Tel.03-4513-1114 Fax.03-4513-1599 

検討項目 内　　　　　容

地質分布・地質構造 ①岩体の規模、②岩体の厚さ及び均一性、③貫入岩の分布

断層・割れ目 ①断層の分布頻度・位置、②割れ目の頻度・割れ目の性状

①強度特性（風化・変質、岩盤等級）、②岩盤の透水性（湧
水帯、湧水量）、③その他岩盤特性（熱水帯、高熱帯、火山
（有毒）、ガス、膨張性地山）

表-１　各種調査手法の評価のための検討項目

岩盤の工学的・水理学
的特性

 

ランク 内　　　　　容

Ａ 位置、頻度、規模、性状等を適切に把握することが可能

Ｂ 定量的な把握は困難だが、定性的には比較的正確な把握が可能

Ｄ 一切の把握が困難

存在については大局的に把握が可能だが、位置、頻度、規模等の情報
については一切の把握が困難

表-2　各種調査手法の評価のための基準

Ｃ
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する地山被り 300ｍ以上の構造物は、国内地下発電所 8 箇所、国内山岳トンネル 5 箇所、海外山岳トンネル

1 箇所及び海外地下実験場 1 箇所の計 15 箇所で、全 55 事例の 27％である。また、地下構造物が建設された

地点の基盤地質について、地質時代及び岩種ごとに整理すると、古第三紀～中生代の花崗岩類が 20 箇所と

最多で、次いで古第三紀～中生代の堆積岩類 16 箇所、第四紀更新世～新第三紀及び古第三紀～中生代の火

山岩類・火山砕屑岩類 8 箇所となり、その他の岩種は 5 箇所未満となっている。 
（２）各種調査手法の評価 
ａ．各地下構造物の事例ごとの評価   地下構造物ごとに、地山被り、地質時代、地質の特徴及び岩盤の

特徴、ならびに地質・岩盤特性と各種調査手法の評価との対応関係について、調査段階で後の掘削により判

明した地質環境特性と一致した想定をしていた事項、掘削前には異なった想定をしていた事項を整理した。

55 事例のうち数事例の取りまとめ例を表－3 に示す。表－3 では、地質構造・地質分布（岩体の種類と分布

形状、厚さ、均一性等）、断層破砕帯（分布位置、規模等）、貫入岩（分布位置、規模等）及び湧水（湧水位

置、湧水量等）について、いずれの特性評価項目も、文献調査（文献地質図）→地表踏査→ボーリング調査

→坑内調査と調査段階が進展するにしたがい、Ｃ～Ｄ→Ｂ～Ｄ→Ａ～Ｃ→Ａと評価が上がっていく傾向が読

み取れる。 

地質時代 地質 断層破砕帯 貫入岩 湧水 調査内容 地質分布 破砕帯 貫入岩 湧水

文献地質図 Ｂ Ｄ － Ｄ

地表踏査 Ａ Ｃ － Ｄ

ボーリング調査 Ａ Ｂ － Ｃ

坑内調査 Ａ Ａ － Ａ

文献地質図 Ｂ Ｄ － Ｄ

地表踏査 Ａ Ｃ － Ｄ

ボーリング調査 Ａ Ｂ － Ｃ

坑内調査 Ａ Ａ － Ａ

文献地質図 Ｂ Ｄ － Ｄ

地表踏査 Ａ Ｂ － Ｄ

ボーリング調査 Ａ Ａ － Ｃ

坑内調査 Ａ Ａ － Ａ

文献地質図 Ｂ Ｄ － Ｄ

地表踏査 Ａ Ｃ － Ｄ

ボーリング調査

坑内調査 Ａ Ａ Ａ Ａ

文献地質図 Ｂ Ｄ － Ｄ

地表踏査 Ａ Ｄ － Ｄ

ボーリング調査 Ａ Ｂ － Ｃ

坑内調査 Ａ Ａ － Ａ

文献地質図 Ｃ Ｄ Ｄ Ｄ

地表踏査 Ｃ～Ｂ Ｄ Ｄ Ｄ

ボーリング調査 Ｂ Ｂ Ｂ Ｃ

坑内調査 Ａ Ａ Ａ Ａ

珪質砂岩及び角礫岩が
主体、一部に新第三紀
の石英斑岩・流紋岩の
貫入岩が分布

21本の破砕帯及びシー
ムを確認。破砕幅はい
ずれも0.5m以下と小規
模。

有り(幅
12m以
下)

ほとんど無し6 今市地下発電所 最大450
中生代ジュラ
紀

流紋岩
33本の断層確認。最大
破砕幅は1m。

なし

掘削時の湧水量
1400L/min、発電
所完成時の総湧
水量1200L/min

5 第二沼沢地下発電所 最大160
新第三紀中新
世

不明

中生代ジュラ
紀～白亜紀

4 本道寺地下発電所 最大150 中生代白亜紀
花崗岩、花崗岩を貫く
白亜紀のひん岩（貫入
岩）

3本の断層確認。最大
破砕幅は6m。

有り(幅
10～
30cm)

湧水がほとんど
観測されなかっ
た

中生代ジュラ
紀～白亜紀

150以上

岩盤の透水性は
断層近傍除き1ル
ジオン以下

3 東の沢地下発電所 最大70 中生代白亜紀 粘板岩
発電所付近に達する断
層は確認されない。

なし

1

2 高見地下発電所 最大220

なし

輝緑凝灰岩
14本の断層確認。最大
破砕幅は3.6m。

なし

輝緑凝灰岩
19本の断層確認。破砕
幅はいずれも1m以下。

新冠地下発電所

ボーリング調査実施なし

表-３　各地下構造物の地質特性・岩盤特性に関する評価結果総括の例

断層の一部で少
量、全体には少
ない

地下構造物No.
調査レベルごとの地質（岩盤）特性評価地質（岩盤）特性等地山被り

(m)

ｂ．文献調査の段階における評価   各調査段階における地質・岩盤特性評価を整理すると、破砕帯、貫

入岩、湧水については、文献調査の段階では評価Ｄが多く、地表踏査、ボーリング調査でＢ～Ｃが増え、坑

内調査の段階でようやくほとんどの事例でＡになるが、地質分布については文献調査の段階でも定性的に比

較的正確な把握が可能（Ｂ）であるといえる。 
 
４．まとめ 
本検討により、地下構造物 55 事例を対象に各種調査手法による推定事項と判明事項を整理し、事前の地

質調査結果と掘削後に判明した地質を比較した結果、地質分布については、一連の調査の初期の段階である

文献調査や地質踏査の段階でも定性的に比較的正確な把握が可能であり、地層処分で行う概要調査地区選定

段階の文献調査によっても地下深部岩体の地質環境特性について確度の高い評価を実施することができると

判断される。 
なお、地下深部の断層の分布、貫入岩の分布、湧水・透水特性等については、ボーリング調査及び坑内調査

によりその存在・分布、概要等が明らかにされた例が多く、地層処分では、概要調査地区選定段階後の段階

の調査により詳細を明らかにしていくものである。 
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